
宇都宮大学第８回東日本大震災ボランティア 

宇都宮大学、災害ボランティア第８弾は 

  「亘理町でのお話と聞き取り調査」ボランティア 

  

 

▲災害ボランティア第８弾  

  

宇都宮大学では、災害ボランティア第８弾として、２月１１～１３日に地域の方とのお話、聞き取り調査を行いました。

これは、震災からもうすぐ１年が経とうとしていますが、被災地では今後もどのような支援を必要としているのかを

調査するものです。 

  

学生たちは、まず、亘理町役場で「東日本大震災被害の状況」「亘理町震災復興計画」「亘理町の観光行事」を聞

き取り、その後、亘理町コミュニケーションサロン「亘理いちごっこ」で「これまでの活動」と「今後の支援活動につい

て」も聞き取りました。 

また、「亘理お話聞き隊」として、仮設住宅の方、亘理 

 


